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３ 要  旨 

 本県基幹種雄牛「景東」の肥育体系マニュアル作成を前提に、増体系産子の肥育でみられる、枝肉のゆるさ
（「きめ」、「しまり」に欠ける枝肉）を改善するため、増体系産子（景東産子去勢）を用い、肥育前期から中
期にかけての６ヶ月間の飼養管理において、ルーメンをバイパスし、小腸以下へ到達する特徴をもつＡＤＦに富
む飼料（ビール粕、ふすま）を肥育配合飼料に添加給与し、肉質（特に「きめ」、「しまり」）改善効果につい
て検討した。 
 その結果、枝肉成績では、枝肉重量は３区（ビール粕給与）、２区（ふすまとビール粕給与）、１区（ふすま
給与）の順に大きかった。脂肪交雑（ＢＭＳＮo.）は、２区(7.5)＞３区(7.0)＞１区(6.0)の順に優れていた。こ
れは、ビール粕給与が飼料摂取量増加をもたらし、生後１２～１６ヶ月齢時の脂肪前駆細胞分化を促進、脂肪交
雑改善に寄与したことによるものと推察された。「きめ」、「しまり」については、ビール粕給与の２、３区で
良い傾向が見られたが、「しまり」は、「格付」にも影響されることがあることから、枝肉を実際に調査し、ビ
ール粕添加による改善か否かについては、さらに検討が必要と思われた。
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